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特集 殺菌乳酸菌

特有の健康ニーズとなっており、今後の

広がりに期待が膨らむ。このほか、殺菌

菌体を関与成分とした機能性表示食品は、

「腸内環境の改善」、「肌の潤い維持」、「歩

行機能の向上」、「睡眠の質改善」など、

バリエーションが増加しており、受理品

総数は100品を超える。水面下では新たな

訴求テーマでの届出も検討されており、

殺菌乳酸菌市場から目が離せない状況だ。

OEMアンケート、
人気素材1位に返り咲き
　毎年6月に本紙が全国の健康食品受託製

造企業200社超を対象に実施しているアン

ケート調査の最新版では、2023年上半期の

人気受注素材で乳酸菌がトップに返り咲

いた。一昨年前まで6年連続トップで不動

の人気を誇っていたが、昨年、トレンド

素材のNMNに抜かれ2位に。その座を明け

渡したものの、今年の調査で再び1位とな

った。多様な機能性、選択肢の豊富さ、

そして健康素材としての圧倒的な認知度

が、改めて評価された格好だ。

指すpostbiotics（ポストバイオティクス）

として定義されるようになり、多くの関

心が寄せられるようになった。世界的な

健康意識の高まりを背景に、日本が独自

に形成した殺菌体文化が全世界へ発信さ

れている。

アフターコロナ、
機能性表示「免疫」拡大なるか
　長らく続いた新型コロナウルスの感染

拡大下を経て、本来の日常を取り戻しつ

つあるが、人々の免疫に関する関心はこ

の数年で格段に高まった。機能性表示食

品では、コロナ禍にキリンホールディン

グスが届出受理したプラズマ乳酸菌が登

場。そして昨年末、アサヒグループホー

ルディングスが新たに「L-92乳酸菌」で免

疫表示として受理。先月より商品の販売

を開始した。今後、関連商品はさらに増

加していくことが予想され、免疫市場の

活性化に注目が集まる。

　機能性表示食品では、今年に入りIHMが

「抗ストレス」表示で受理。こちらも現代

学者メチニコフの時代から、殺菌体を用

いた研究は行われていたという。

　殺菌体の作用メカニズムについては、

腸内細菌叢研究の権威、故光岡知足氏が

明らかにしており、「腸管を入った乳酸菌

は小腸のパイエル板を通過して体内に引

き込まれまれ、マクロファージによる貪

食が起こり、IL-12やインターフェロン-α

などのサイトカインを分泌する」としてい

る。こうしたことから、特に免疫領域へ

の作用を持つ菌株が多い。研究では、整

腸作用はもちろん、抗肥満作用や肌の保

湿作用、口腔環境の改善、タンパク質吸

収促進など、幅広い成果が確認されてい

る。光岡氏は腸管を介し健康に寄与する

成分を「バイオジェニックス」と定義し、

利用促進を推奨したが、言葉の定着には

至らなかった。しかしその一方で、殺菌

体市場は関連企業の努力もあり、年々拡

大を続け、現在では一大市場を築くまで

に。そして現在、海外では、probiotics（プ

ロバイオティクス）、prebiotics（プレバイ

オティクス）と並び、殺菌菌体や代謝物を

日本発、世界に広がる殺菌菌体
　殺菌乳酸菌はその名の通り、培養した

乳酸菌やビフィズス菌などの有用菌を加

熱殺菌処理によって加工した死菌体。殺

菌によるメリットは、乳酸菌の品質を一

定にすることで原料の安定化が図れるほ

か、菌を高密度化させることで少量の摂

取で多くの菌数を摂取できる点。さらに、

生菌と異なり胃酸の影響を受けにくい点

も利点。製造における制約もほとんどな

く、焼き物など熱を加える工程にも強い。

また、製造現場においてもコンタミリス

クを減らすこともでき、その取り回しの

良さから健康食品や加工食品をはじめ、

中食、外食産業でも広く使われるように

なった。

　機能面では、培養時に菌体活性が最も

活発になるタイミングで、殺菌処理を行

うことで、その菌株が持つ機能性を余す

ことなく発揮させることができるのも殺

菌原料ならでは。殺菌体の歴史は古く、

乳酸菌研究の祖とされるロシアの微生物

ポストバイオティクスとして世界の評価高まる
免疫、メンタル、オーラル、運動機能など用途拡大

ハンドリング・加工特性の良さからあらゆる食品に利用されるようになった殺菌乳酸菌。最近では中食・外食産業でも採用が広がるなど、
手軽に健康価値を付与できる食品成分として定着している。本紙が実施した受託企業へのアンケート調査では、乳酸菌は上期の人気受注素
材トップに。昨年NMNにその座を明け渡したが再び1位に返り咲いた。圧倒的な人気の要因は多様な機能性にある。特に機能性表示食品
では、腸内環境の改善や抗ストレス、肌の保湿など、幅広い受理品が流通する。免疫の維持ではあらたな関与成分も登場し、話題に事欠か
ない。こうした人気は海外にも波及。従来、欧米ではプロバイオティクス（生菌）が主流だったこともあり、殺菌菌体の市場はある意味日
本が独自に形成してきた特殊な市場だったが、幅広いエビデンスが蓄積されたことによってグローバル市場への新たな扉を開いた。
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当社は、乳酸菌生産物質の父である故

正垣一義氏の命を受け創業した。約70年

の研究を経て生み出した乳酸菌生産物質

『FF-16®』の販売を行っている。

『FF-16®』は、乳酸菌やビフィズス菌な

ど16種35株を組み合わせて共生培養した

複合乳酸菌生産物質。メタボローム解析

では34のペプチドを含む352種類の物質の

特定に成功している。当社が実施した研

究では、腸内環境改善のほか、免疫賦活、

抗肥満・抗糖尿作用など、多くのエビデ

ンスを構築してきた。

ここ数年、腸内フローラへの関心の高

まりを背景に、乳酸菌が代謝する“代謝

産物”への関心が高まっており、乳酸菌

生産物質の生産量も年々増加している。

拡大する需要に対応するべく設備増強を

行うなど、大幅な増産体制を整えている。

現在、乳酸菌を配合した食品開発は盛

んに行われているが、昨今の研究で健康

のカギは乳酸菌が作り出す代謝物にある

ということが明らかになってきた。乳酸

菌生産物質の理解も進み、国内はもとよ

り海外からも称賛されるようになってき

た。古くは海外から渡ってきた乳酸菌だ

が、日本での長年の研究を経て乳酸菌生

産物質として生まれ変わった。それはま

さに日本で咲かせた乳酸菌の花と形容で

きる。乳酸菌の花が咲き、そして今その

花を海外へ送り出す立場になった。この

花に愛情を込めて、“世の中の人を健康に

してくれ”と呼びかけ、世界中に送り届

けていきたいと考えている。

。

人生100年時代に突入し、元気で長生き

するために健康への関心は年々高まって

いる。免疫や腸内フローラへの注目度は

高まり、健康食品市場において乳酸菌生

産物質は順調に普及しているのを実感し

ている。

当社は長い年月の研究開発を経て、乳

酸菌やビフィズス菌などの有用菌を共棲

培養し、培地や代謝物を丸ごと製剤化し

た『FF-16』を生み出した。そもそも乳酸

菌は単細胞の微生物で、エサとなる栄養

分によって細胞分裂を繰り返し、増殖し

ていく。このはたらきを発酵と言い、乳

酸菌をはじめとする微生物は、発酵をす

る過程でさまざまな物質をつくり出す。

この物質を代謝物と言う。

ヒトの腸内には多種多様な腸内細菌が

棲んでおり、なかでも乳酸菌やビフィズ

ス菌などの善玉菌が発酵してつくり出す

代謝物が、人間の健康を支えている。し

かし腸内でつくり出す代謝物の量は限ら

れており、健康にさらに寄与するために

は多量の代謝物が必要になると考えてい

る。なるべく多くの代謝物を健康食品や

サプリメントの形で直接体内に摂り入れ

ようという考えから、当社は「乳酸菌生

産物質」を開発した。

当社の乳酸菌生産物質は、複数の乳酸

菌やビフィズス菌を共棲培養し、豆乳を

発酵させてつくられる。その培養方式の

確立は長い年月をかけて研究した成果で

あり、そこには絶えず研究開発を継続し

てきたイノベーションの歴史がある。共

半世紀以上にわたって乳酸菌研究を重ねてきた(株)光英科学研究所（埼玉県和光市、☎048-467-3345）。同社が長年の歳月によって生み出した乳酸菌生産物質が
現在脚光を浴びている。同社代表取締役会長の村田公英氏は「海外から日本に渡ってきた乳酸菌が、長い年月をかけ、乳酸菌生産物質となって“乳酸菌の花”を咲かせ
た」と話す。コロナ禍での健康意識の高まりも手伝い、現在同社原料への引き合いは国内外から寄せられるという。同社が独自に選抜した16種類35株の有用菌群が生
み出す生産物質について、村田会長に聞いた。

長い年月をかけ日本で咲かせた
「乳酸菌の花」

棲状態にした乳酸菌・ビフィズス菌の組

み合わせを食品分析センター多摩研究所

で同定した結果、16種35株の組み合わせ

になっているというエビデンスが取得で

きた。16種16株ではなく、16種35株でチ

ームを形成している事に意味があり、単

に16種の菌体を集めて培養したものとは

大きく異なる。

乳酸菌生産物質が時代の流れに乗り、

“人生100年時代の健康エンジン”として、

人々に認知され、愛用される方が益々増

加するように力強く前進していきたい。

乳酸菌生産物質の製造は、本社施設に

隣接する自社工場で実施している。エキ

スタイプの『Sixteens®』、 粉末タイプの『FF 

-16®』の 2 種類を揃える。熱に強く加工

しやすい特性を持ち、嫌な匂いも無く対

象素材の風味を損ねないとして、サプリ

メントはもちろん最近では一般食品への

応用も検討されるなど、応用範囲を広げ

ている。

乳酸菌生産物質メーカーとしては初と

なる「原材料」、「製品」の 2 分野でGMP

適合認定をダブル取得した。より厳しい

品質管理が求められる一般食品原料とし

ての採用や海外への展開を視野に入れて

いる。

海外からの需要拡大は年々強く、内外

からの需要に伴う生産体制として、約 1

億円を投資し、設備増強も図った。発酵

タンクは既存タンク（100kg×1、300kg×

1、1,000×3、1,500kg×1）に加え、昨年

末2,000kgを1基追加。現在、総計5,900kg

で稼働している。また、近年「乳酸菌生

成エキス」の需要が拡大しており、現在

の稼働では追い付かず、既存のエイジン

グタンク12トン（2トン×6）に加え、5.3

トン（2300kg×1、3,000kg×1）の調合タ

ンクの増設を決めた。これによりエキス

の生成量が補強でき、複数の発注にも対

応できるようになる。製造能力は飛躍的

に向上。月産で20トンレベルの製造が可

能となっている。

乳酸菌生産物質『FF16』を用いたヒト

試験で、排便時の肛門の痛み、便の排泄

状態などが有意に改善したことを確認し

た。研究成果は、腸内細菌学雑誌に掲載

された。

試験は、排便回数が週3 ～ 5回の健常成

人20人（41 ～ 61歳）を対象に、同社が

開発製造する乳酸菌生産物質『FF16』を

150mg/日、またはプラセボ食を1日1回、4

週間摂取させたランダム化二重盲検クロ

スオーバー比較試験。日本語版便秘評価

尺度（CAS-MT）で評価した。

その結果、摂取前と摂取後では、『FF-16』

摂取群で「排便時の肛門の痛み」「便の排

泄状態」においてプラセボ群と比較し有

意な改善が認められた。『排便回数』『総

合評価』では両群共、有意な改善がみら

れた。『FF-16』の摂取により、腸内細菌

叢の変化を伴った自覚症状の改善が認め

られた。また、乳酸菌生産物質の摂取が

潜在的有益菌に好ましい環境を作りだす

ことができることが示されたと考察して

いる。

日本で咲かせた「乳酸菌の花」、乳酸菌生産物質
16種35株が人生100年時代の健康エンジンに

人生100年時代の
健康エンジンに

「原材料」、「製品」の2分野でGMP認定
海外からの需要にも対応

最新知見で、健常人の
便秘改善を確認

腸内フローラ由来の１６種３５株の乳酸菌チームが作りだした代謝物が
「複合乳酸菌生産物質」Sixteens®　FF16®　です。

乳酸菌 16種 35 株の共棲培養技術

日本で咲かせた「乳酸菌の花」複合乳酸菌生産物質
人生１００年時代を生き抜く健康必需品
エビデンスを伴う圧倒的な品質力
明確な体感による健康増進への
「手応え」がつかめます




